






















実践包還すー』レポー ト

今 、

地
方
は
人
口
の
高
齢
化
や
農
業
等
の
産
業
の
停
滞
な
ど
に
よ
り 、

活
力
を
失
い
つ

つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す。

こ
れ
を
何
と
か
し
て 、

生
き
生
き
と
し
た
活
力
の
あ
る
ま

ち
に
し
よ
う
と 、

全
国
各
地
で
特
色
の
あ
る
「

ム
ラ
お
ご
し」

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す。

こ
の
た
び 、

豪
雪
地
帯
な
が
ら
も
先
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
小
田
町
を
会

場
に 、

全
園
地
域
情
報
セ
ン
タ
ー

（
事
務
所・
東
京
千
代
田
区）

主
催
の
『

ム
ラ
お
こ
し 、

産
業
お
こ
し
実
践
セ
ミ
ナ
ー』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た。

テ
ー

マ
は
「

地
域
の
活
性
化
を
い

か
に
進
め
る
か
／」。
セ
ミ
ナ
ー

で
の 、

基
調
講
演
や
全
国
各
地
の
実
践
報
告
の
あ
ら
ま
し

を 、

こ
こ
に
紹
介
し
ま
す。

画
V
現
在
ぐ

ら
い
地
域
経
済
が
厳

し
い
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん。

な

ぜ
な
ら、

地
域
の
基
幹
産
業
で

あ
る
稲
作
農
業
が 、

食
管
制
度

の
行
き
詰
ま
り

な
ど
に
よ
り
力

が
弱
く
な
っ
た
か
ら
で
す。

そ
こ
か
ら
言
え
る
こ
と
は 、

国
の
施
策 、

財
政
に
依
存
す
る

ば
か
り
で
は
駄
目
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
し、

地
域
の
基
幹
産

業
は
各
地
域
に
よ
り
異
な
っ
た

も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
O

V
「

地
域
お
こ
しし

の
例
と
し

て
「

一

村
一

品
運
動」
が
あ
り
ま

す 。

こ
の
運
動
も
全
国
に
広
ま

る
に
つ
れ 、

問
題
を
投
げ
か
け

て
い
ま
す。

全
国
的
に

二

村

一
口問」

が
作
ら
れ
た
結
果 、

漬

「
地
域
活
性
化
へ

日
経
新
聞
論
説
委
員

の
発
想
」

五
十
嵐

富
英

氏

け
物 、

民
芸
品、

ワ
イ
ン
と、

ラ
ベ
ル
が
違
う
だ
け
で 、

似
た

よ
う

な
物
ば
か
り
が
生
産
さ
れ 、

過
当
競
争
に
な
っ
て
い
ま
す。

V
し
か
し、

大
分
県
の
平
松
知

事
が
提
唱
し
た 、
こ
の
二

村
一

品
運
動」

で
成
功
し
て
い
る
町

も
あ
り
ま
す。
「

梅・
粟
植
え
て

ハ
ワ
イ
に
行
こ
う」

を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー

ズ
に
し
た
大
山
町
が

そ
う
で
す。

こ
こ
は
国
の
稲
作

奨
励
に
逆
行
し、

平
野
部
の
段

業
の
ま
ね
を
し
な
い
独
自
の
農

業
を
推
し
す
す
め
ま
し
た。

V
「

一

村
一

品
運
動」
に
は
次
の

三
つ
の
ホ
イ
ン
卜

が
あ
り
ま
す 。

①
他
の
ま
ね
を
し
な
い。

②
行
政
に
頼
ら
な
い
。

③
目
的
は
「

人」

づ
く
り。

こ
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を 、

し
っ
か
り
つ
か
ん
で
い
る
大
分

県
の
人
々
は 、

か
え
っ
て
「

一

村
一

品
運
動」

の
限
界
論
を
喜

ん
で
い
る
か
ら
知
れ
ま
せ
んo

v
大
分
県
に
は 、

こ
の
「

人」

づ
く
り
会
ね
ら
い
と
す
る
学
習

活
動
体
と
し
て
「

豊
の
国
づ
く

り
塾
L

が
あ
り 、

研
修
や
視
察

会
行
い
な
が
ら
人
材
の
育
成
を

す
す
め
て
い
ま
す。

結
局 、

地

域
活
性
化
と
は
こ
の「
人」
づ
く

り
に
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う。

め
ざ
そ
う
／

情
報
の
発
信
基
地

V
地
域
活
性
化
の
手
段
と
し
て 、

情
報
を
上
手
に
活
用
す
る
と
い

う
こ
と
が
大
事
で
す。
「

情
報
化

社
会」

と
は
「

情
報
に
価
値
が

あ
る
社
会」

と
い
う
こ
と
で
す

つ やま

津山町

自前、自給の 「木工芸の里Jブぐり

（宮城県・人口5,065人）

新しい地場産業の創出に「 木工芸の里」づくりを推進。

自前で自給可能な杉の間伐材を利用した特産品 「 矢羽

集成材」を開発。 トレ ー や菓子皿、 おもちゃなどの製

作、 さらに化粧柱、 杉小径の開発で約4億円を生産。

今、 「もくもくハウス 」を中心とした 「もくもくラン

ド」構想、の実現へ、 町ぐるみでとりくんでいる。

が 、

こ
の
情
報
の
流
れ
を 、

地

域
が
「

逆
手」

に
と
っ
た
活
性

化
の
手
法
も
あ
る
の
で
す。

V
例
え
ば
山
梨
県
立
美
術
館
で

は 、

地
方
の
美
術
館
と
し
て
は

破
格
の
二
億
円
を
投
じ 、

国
際

的
に
有
名
な
画
家
ミ
レ
！

の
絵

を
買
い
付
け
ま
し
た。

現
在
で

は 、

ミ
レ
｜

の
有
名
な

「
種
を

蒔
く
人」
な
ど
の
絵
を
鑑
賞
に、

他
県
か
ら
訪
れ
る
人
た
ち
は
年

間
五
十
万
人
と
い
わ
れ
ま
す。

少
な
く

と
も、

ミ
レ
l

の
絵
に



地域怨色粧

流を行って

( 7γ ）広報あさひ

と か

利賀村

世界に向けた演劇祭

（富山県・人口1 , 310人）

r6ラec::b

関
す
る
限
り、

東
京
の
国
立
美

術
館
は
か
な
い
ま
せ
ん。

V
こ
の
こ

と
は、
山
梨
県
は「
ミ

レ
！

の
絵」
と
い
う
い
械
の
「

同

際
発
信
基
地」
に
伝
っ

て
い
る

と
い
う
こ

と
で
す。
こ
の
寸

発

信」
に
人
が
集
ま
っ
て
来
れ
ば、

宿
泊
施
設、

交
通
機
関、

お
み

や
げ
産
業
な

ど

に
も
潤
い
会
与

え
ま
す。

「
文
化」
と
い
う
的
械

が、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
役

立
っ

た
好
例
と
言
え
ま

す。

中
央
か
ら
の
情
報
を
受
け
る

だ
け
で
な
く、

そ
の
気
に
な
れ

ば
色
々
な
形
で、

地
方
か
ら
も

情
報
を
発
信
出
来
る
の
で
す。

人が来てくれる 村でなければ、地域経済の
前性化につながらない、という考えから、武
！法的： rnや宝仙学園短大（東京）との 「都市との
交流Jを行っている。交流が進むにつれ、村民
の，む，lや感性が高くなり、今では、ただ観光
1l!ji\i'，をつくるというのでなく、本当に良いも
のをつくる、楽しい場を提供するんだという
よ4合に、 外に向いた意識に変わっている。

村の野外演J\ilJ場では、世界演劇祭が行なわ
れ、圏内はもちろん、アメリカやイギリスな

ど

6か国から、有名な演劇家たちが舞台に登
場。開催期間の「観劇客」は13,000人にもなり、
村の人口が10倍にもふくれ上がる。

『
開
発」
は
手
段

目
的
は
『
人
づ
く
り
』

林
政
総
合
研
究
所

理
事

森

巌
夫

氏

V
今
ほ

ど

地
ん
が
打
し
い
時
は

な
い。

件じ
さ
午
き

と
し
た
ム
ラ

も
あ
る
し 、
「

一化
に
休」
の
ム
ラ

も
あ
る。

両
国
化
が
進
ん
で
い

る
と

；け
っ

て
よ
い
と
ろ
う。

V
成
功
し
て
い
る
と
こ
ろ
は、

ど

こ
も
同
じ

で、

①
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
な
い。

②
グ
チ
を
出
さ
ず、

自
分
の
利

利
賀
村
の
「

世
界
演
劇
祭」
の
一
コ
マ

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
す
一

す
め
て
い
る。

一

③
地
域
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
有
能
一

な
人
材
が
い
る。

一

④「
人」
づ
く
り

に
成
功
し
て
い

る。

と
い
う
条
件
を
満
た
し

て

い
る
所
と一一一同
え
ま
す。

V
結
局、

イ
ベ
ン
ト

や
産
物
の

開
発
は
手
段
で
あ
り、

目
的
は

「
人」
づ
く
り

に
あ
る
と
言
え
ま

す
が、
「

人」
づ
く
り
ほ

ど

「
言

う
は
易
く、

行
う
は
難
い」
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん。
「

人」
づ
く

り
に
正

道
は
々
い
が、
ムつ
ほ

ど

「
地
域 ，つ
く
り
が
而
白
い」

時

は
な
い
と
言
え
る
で
し
ょ

う。

υ

定 の はた

田野畑村
第 3 セクター による自力の産業開発

（岩手県 ・ 人口5,391人）

町
で
は
地
域
づ
く
り
や
生
涯

学
習
の
た
め
の
研
修
会
・
講
演

会
を、

今
後
も
数
多
く
予
定
し

て
い
ま

す。

そ
れ
ら
の
事
業
が

「
生
き
生
き
し
た
活
力
あ
る
町

eつ
く
り」

に
向
か
っ
て
実
の
あ

る
も
の
に
な
る
た
め
に
も、

町

民
の
皆
さ

ん
が
誘
い
合
っ
て
参

加
さ

れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま

す

な
お、

地
域
づ
く
り
研
修
会

や
講
演
会、

生
涯
学
習
の
内
容

な

ど

に
つ
い
て、

ご
意
見
・
ご

要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す。

（
教
育
委
員
会

ネ土

イ系

昭和54年、第3セクタ 一方式による観光開
発に行手。 「北部陸中海岸観光開発舘」を設立
し15年目にして、初めて法人税を支払うまで

に成長。三陸鉄道も開通後2千万円の黒字に。
観光客は 地元に潤いをもたらしてくれる。

その金を地元で回転していくために、向力の
産業開発が必要。今年は、9 i.怠l qを投じホテ
ル辿設を計画している。

第3セクタ ーは、官・民両方の長所をバラ
ンス良く取らなければならない。このJj 式で
成功するには、必ず利益を上げること、運営
は民間ですること、が重要なポイン卜である。
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ヤマメの学校で

入学式

送橋の子どもたちが

3,500匹を放流

「
川
で
ヤ
マ
メ
の
泳
ぐ
姿
を

見
た
こ
と
あ
る
か
な
L

「
ハ
｜

イ
！」

と
元
気
に
手
を
挙
げ
て

く
れ
た
の
は、

送
橋
小
学
校
の

五
十
一

人
の
子
ど
も
た
ち
。

今

年
も
最
上
川
第
一

漁
業
組
合
の

ヤ
マ
メ
の
放
流
事
業
が
五
月
十

五
日、

同
校
の
子
ど
も
た
ち
の

手
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
は
同
組
合
副
組
合
長

の
遠
藤
四
郎
さ
ん
か
ら、

ヤ
マ

メ
の
生
態
な
ど
の
話
を
聞
い
た

後、

体
長
四
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ヤ

マ
メ
の
稚
魚
十
キ
ロ
、

約
三、

五
O
O
匹
を、

教
室
か
ら
持
ち ホヤマメの学校か はここかなあ

＼O

MmJ／
 

…

ιlv

Z

｛
 

て
ゐ
」

川

／
ゆ
＼

川

ス
ポ
ー
ツ
日
和
の
五
月
十
七

一

日
（
日）
、

和
合
小
学
校
（
生
徒

ぃ

数
七
五
人）

で
は、

町
内
の
学

川

校
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て、

春
の

一

大
運
動
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ヤ

リ
ン
ゴ
生
産
農
家
が
ほ
と
ん

川

ど
の
同
地
区
で
は、

秋
は
リ
ン

一

ゴ
の
収
穫
に
大
忙
し
と
あ
っ
て、

中

例
年、

リ
ン
ゴ
の
花
摘
み
が
終

一

わ
る
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す。

和
合
小
で

地
域
こ
ぞ
っ

て
の
運
動
会

寄
っ
た
図
工
の
筆
洗
に
分
け
て

も
ら
い、
「
み
ん
な
仲
よ
ノ
＼

元

気
に
泳
い
で
ね
L

と、

同
校
そ

ば
の
送
橋
川
の
澄
ん
だ
流
れ
に

放
し
ま
し
た
。

同
組
合
で
は
こ
の
日、

朝
日

川
や
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー
の
あ

る
一

ツ
沢
の
渓
流
に
も、

合
わ

せ
て
百
二
十
キ
ロ
を
放
流。

梅

雨
期
の
増
水
や
互
の
潟
水
に
も

負
け
ず、

流
れ
を
上
る
ヤ
マ
メ

の
姿
を、

ぜ
ひ
子
ど
も
た
ち
に

観
察
し
て
も
ら
い
た
い
と、

同

校
に
ノ
l
ト
の
贈
物
も
合
わ
せ

て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

日
よ
け
の
テ
ン
ト
が
張
ら
れ

た
特
別
席
に
は、

地
区
の
お
年

寄
り
た
ち
も
招
待
さ
れ、

紅
白

の
応
援
合
戦
の
中、

親
と
子
の

二
人
三
脚
リ
レ
ー
な
ど、

楽
し

い
競
技
展
開
に
拍
手
と
声
援
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
運
動
会
が
終
わ
る
と、

同
地
区
で
は
本
格
的
な
リ
ン
ゴ

の
摘
巣
作
業
が
始
ま
る
の
で
す。

夕
涼
み
を
か
ね

御
声
援
を

町
野
球
連
盟
主
催
の
ナ

イ
タ
ー
野
球
大
会
が、

五

月
十
九
日
か
ら
閉
幕。

町
内
二

十
三
の

野
球

チ
l
ム
が、

昨
年
の
試
合

成
績
順
の、

四
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
て
の
リ
ー
グ
戦。

ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
の
光
線

の
中、

職
場
か
ら
真
っ

直

ぐ
か
け
つ
け
た
選
手
ら
は、

上
位
ブ
ロ
ッ
ク
入
り
を
め

ざ
し、

白
球
を
追
い
か
け

て
い
ま
す。

期
間
八
月
上
旬
ま
で
。

前が見えなくても親子の息はぴったり



これ、読めますか？

「ガソリンポンプコ」

夏
山
シ
ー
ズ
ン
到
来
f

朝
日
登
山
道
を
整
備

朝
日
鉱
泉
に
赤
電
話
も
開
通

児
判
的
伝
朝
日
連
怖
を
愛
す

る
郎
会
の
品。
山
門
ら 、

年
川
約

二
万
人
と
年
々
憎
え
て
い
ま
す 。

こ
れ
ま
で
山
岳
遭
難
や
山
菜

採
り
で
の
事
故
な
ど
の
通
報
網

が 、

遠
距
離
の
た
め
未
整
備
で

し
た
が 、

町
や
観
光
協
会 、

登

山
者
な
ど
の
多
く
の
声 、
が
N
T

T
（
日
本
屯
信
屯
話
附）

に
通

じ 、
こ
の
た
び
朝
日
鉱
泉
に
あ

る
凶
沢
一恒
雄
さ
ん
経
営
の
「

ナ

チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
家
L

内
に
無

線
の
公
衆
電
話
が
設
置 。

そ
の

開
通
式
が
五
月
二
十
七
日 、

小

林
町
長
や
伊
藤
寒
河
江
電
話
局

審－川桐Il11’主
（ 

敬広報委員）

次
長
ら
の
手
に
よ
っ
て
行
な
わ

れ 、

役
場
と
の
交
信
を
確
認
し

ヰ酢
！し
h～。ま

た 、

今
月
二
十一
日
の

り

朝
日
辿
峰
以
山
開
き
を
前
に 、

一二一一昌
山
民
会
の
メ
ン
パ
ー

や
事
務

盟
川
交
両
の
企
画
課
職
員
ら
の
手
に

品
卸
小平

よ
っ
て
五
月
二
十
九
日 、
久夫

’
I

白
川
叩
期
間
は
ず
し
て
い
た
つ
り

橋

弘肘
ト
試
の
板
の
か
け
か
え
作
業
も
行

町、川

噌4F
M
悶山門

ヨ
且

屋
川

院
な
わ
れ 、

夏
山
シ
ー

ズ
ン
に

京温
川

向
け
た
登
山
道
な
ど
の
整
備

一戸一
と

が
進
め
ら
れ
ま
し
た 。

tH
F』
匪

コ

rd噴
ル

な
お 、
公
衆
道
話
の
番
号

L

は
宮
六
七
｜

三
三
O
九
で
す 。

＋。



剣道Uタ茸囲約
活躍を桁υます

さん

私
は
家
に
電
話
を
す
る
た
び

に、

各
種
剣
道
大
会
や
遠
征
で

の
試
合
結
果
を
必
ず
聞
き
ま
す。

そ
し
て、

わ
が
町
の
剣
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
や
出
身
者
が、

各
種
大
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
聞
き、

大
変
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す。

ま
た、

私
が

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
団
し
て

い
た
頃
は、

大
谷
と
送
橋
の
二

つ
の
少
年
団
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が、

現
在
は
宮
宿
に
も

で
き
大
変
素
晴
し
い
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す。

私
は
今
年
「
は
た
ち」
に
な

り、

ふ
る
さ
と
の
成
人
式
へ
の

案
内
を、

地
元
の
同
級
生
か
ら

い
た
だ
い
た
の
で
す
が、

ち
ょ

う
ど
こ
ち
ら
で
の
剣
道
大
会
と

重
な
り
出
席
で
き
ま
せ
ん
で
し

た。
で
も、

大
学
が
休
み
に
な

る
た
び
に
家
に
帰
っ
て
は、

大

谷
の
体
育
館
で
い
つ
も
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
け
い
古
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す。

そ
こ
で、
い
つ
も
が
っ
か
り

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す。

そ
れ
は、

だ
ん
だ
ん
子
ど
も
た

ち
の
剣
道
へ
の
興
味
が
う
す
れ

て
き
て
い
る
よ
う
に
成叫
じ
る
こ

と
で
す。

あ
ま
り
に
も
各
程
大

会
が
あ
り
過
ぎ
る
た
め、

ど
う

し
で
も
「
試
合
に
勝
つ
た
め
の

練
習」
に
な
っ
た
り、
一
定
の

限
ら
れ
た
子
ど
も
中
心
に
練
習

せ
ざ
る
を
得
ず、

ほ
か
の
子
ど

も
た
ち
の
指
導
が
充
分
に
出
来

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す。

ま
た、

日
中
の
練
習
は
子
ど

も
た
ち
だ
け
の
慣
れ
合
い
の
練

習
に
な
っ
て
し
ま
い、

不
得
意

な
子
ど
ち
は
ま
す
ま
す
練
習
の

成
果
が
上
が
り
ま
せ
ん。
そ
れ

を
夜
の
練
習
で
カ
バ
ー
し
よ
う

と
し
て
も、

練
習
に
は
限
ら
れ

た
先
生
し
か
来
ら
れ
ず、

若
い

先
山市
た
ち
も
あ
ま
り
来
ら
れ
な

い
よ
う
な
の
で、

栴
導
者
数
が

足
り
ず
内
容
も
試
合
に
追
わ
れ

た
練
習
と
な
り
ま
す。
と
う
て

い
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
は
手

が
ま
わ
り
ま
せ
ん。

で
す
か
ら、

町
の
方
で
剣
道

の
で
き
る
体
育
指
導
員
を
採
用

し、
コ
ー
チ
と
い
う
か
た
ち
で

日
中
の
子
ど
も
た
ち
の
指
導
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば、

各
自
に

合
っ
た
指
導
が
で
き
て、

子
ど

も
た
ち
は
今
ま
で
で
き
な
か
っ

た
伎
が
容
易
に
で
さ
る
こ
と
を

知
り、

興
味
を
示
す
と
思
い
ま

す。

ま
た、

そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
練
習
が
楽
し
く
な
り
活
気
が

新
記
録
ぞ
く
ぞ
く

五
月
二
十
九
日、

宮
宿
小
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
の
小
学
校
陸
上
大

会
（
六
年
生
と
集
合
教
育
校
五

年
生
出
場）

で
は、

新
記
録
が

続
出。

同
大
会
で
の
歴
代
記
録

を
一
新
し、

大
会
関
係
者
を
驚

か
せ
ま
し
た。

上
位
三
位
ま
で

の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
o

v
1
0
0
M
走
【
女
子］

①
鈴
木
志
保（
宮
小）
凶
秒
6
＠

②
志
藤
麻
美（
同
）
日
秒
l

③
遠
藤
厚
子（
大
小）
日
秒
5

【
男
子】

①
鈴
木
和
志（
大
小）
H
秒
2
＠

②
柴
田

明（
宮
小）
は
秒
4
＠

③
長
岡
清
彦（
西
小）
凶
秒
9

V
7
O
M
ハ
ー
ド
ル
【
女
子〕

h
刈

／
二

九

と

歴
代
記
録
を
一

新

ー
・
町
小
学
校
陸
上
大
会

①
志
藤
麻
美（
宮
小）
ロ
秒
1
＠

②
遠
藤
厚
子（
大
小）
ロ
秒
3
⑮

③
多
国
佐
代
利（
宮
小）
ロ
秒
8

【
男
子】

①
長
岡
清
彦（
西
小）
日
秒
4
⑮

②
志
藤

淳（
大
小）
ロ
秒
1

③
柴
田

明（
宮
小）
ロ
秒
3

V
走
り
幅
と
ぴ
【
女
子〕

①
鈴
木
志
保（
宮
小）
叩
叩
＠

②
多
国
詩
穂（
西
小）
知
m
＠

③
佐
久
間
知
子（
大
小）
羽
叩
＠

【
男
子】

①
鈴
木
和
志（
大
小）
削
m
＠

②
佐
竹
秀
文（
西
小）
拙
m
＠

③
小
松

学（
大
舟
木）
制
叩

V
持
久
走
｛
女
子】
8
0
0
M

①
志
藤
麻
美（
宮
小）
2
分
日
秒

7

②
多
国
佐
代
利（
同）
2

分
U
秒
0

③
遠
藤
厚
子

（
大
小）
2
分
的
秒
1

【
男
子】
l、

o
o
o
M

①
柴
田

明（
宮
小）
3
分
団
秒

2
⑮

②
佐
竹
裕
樹（
西
小）

3
分
お
秒
7

③
佐
藤

努

（
大
小）
3
分
出
秒
7

V
4
0
0
M
リ
レ
l
［
女
子｝

①宮
宿
小
⑮

②
大
谷
小
⑮

③
西
五
百
川
小
［
男
子】

①

西
五
百
川
小
⑮

②
大
谷
小

③｛
呂
宿
小



出
る
と
思
い
ま
す。

さ
ら
に
各
種
大

会
や
山
形
の
訂
国

体
で
の
活
躍
は、

山］
必哨

リ
五円。
咋し
中
い

こ

J
I
L
I
f
－

－
 

b
役
立
つ
と
忠
い

ま
す。
こ
れ
は、

ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ

に
も
言
え
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か。

H
H
U
H
H
H
U
MM
M
H
M
U
HHH
H
－H
M
U
M
口
M
日
H
U
H
－
HHH
H
I
H
U
HM
M
口
MMH
H
U
H
U
H
口
M
口
M
口
M
日
M
U
HHH
H
H」

稿
に
は
ぜ
ひ
お
名
前
を」

い
た
だ
き
た
い

L
U
／
／
一

「
山
又

、
柄
、
1i
J
」

F

2

4
7
と
い
う
広
報
委
員
会
か
ら

の
で
す。

ミ内
、

円

ニ
一
：＝

 

の
お
願
い
を、

先
月
号
に
載
せ

以
前
か
ら

R
U
広
三

ま
し
た
が、
「
匿
名
は
な
ぜ
い

寸
町
民
の
声」

どJ、，、
一一

け
な
い
の
で
し
？
っ
？」
と
い

欄
に
原
稿
を
お
寄
せ
頂
き、

う
一一

う
仁
制
の
位
制
文
を
山
き
ま
し

れ
し
い
限
り
で
す
が、

匿
名
な
一

た。

お
願
い
の
瓦
立
を
即
僻
い

ど
で
な
い
形
で
の
人
間
の
交
流
土

た
だ
け
な
か
っ
た
も
の
と
一

1

1

1

1

1

一
が
拡
が
る
こ
と
を
願
つ
て
一

思
い、

重
ね
て
お
願
い
の
一

？

会
一
い
ま
す。

町
民
の
善
意
ゃ
一

記
事
を
掲
載
し、

お
答
え
一

号

員
一
ア
イ
デ
ア
に
あ
ふ
れ
た
一

と
い
た
し
ま
す。

一
一
稿
一
琵
一
「
町
民
の
声
L

の
欄
に
し
一

一
7

h
あ
さ
ひ」

を
編
集
し
て

な
か
言
い
出
せ
な
い
も
P
で
す。

「
公」

と
し
て
の
品
位、一

拡

瀬
一
た
い
と
思
い
ま
す。

一

一
一

区
卜
さ
る
委
討
会
の
皆
様、

朝
日
町
の
こ
れ
か
ら
の
こ
と

公

ZJ
ー
ー
に
つ
い
て
は
一

た

庇
一

ぜ
ひ、

住
所、

氏
名、

一

一

本
当
に
大
変
タ
作
業
で
し

J

をV
7
2
に、

あ
る
テ
l

z－

m
附
し
て
い
た
だ
い
た
よ
一

れ

町
一
年
齢
を
書
き
添
え
て、

は
一

一
が、

町
民
誰
も
が、

大
々
り
小

←
つ
山
し、

そ
れ
に
つ
い
て
の

う
で
す
が、

商
業
紙
や
新
一

ふ

朝
一
が
き
か
封
書
で
役
場
内
広
一

一
の
関
心
を
持
ち
つ
つ
拝
読
さ
せ

い
ろ
ん
仕
事
を、

言
い
た
い
放

聞
で
も
住
所、

氏
名、

年
一

あ

＠
一
報
委
員
会
ま
で
お
届
け
下
一

一
て
も
ら
っ
て
る
と
思
い
ま
す。

題、

匿
名
で
や
っ
て
み
て
は
い

齢、

電
話
番
号
を
明
記
す
一

に
一

一
さ
い。
「
広
報
あ
さ
ひ」
紙
一

一

さ
て、

こ
の
度
の
「
広
報
あ

か
が
で
し
ょ
う
か。
い
ろ
ん
な

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す。一

ア
一

…
が
更
に
内
容
の
拙
い
多
彩
一

でぐ
ひ」
に
「
投
稿
の
際
に
は、

考
え
が
出
る
と
思
い
ま
す。

そ

少
く
と
も、

住
所、

氏
名
一
「
ア
一

一
な
も
の
に
な
る
よ
う
に、

一

一
ぜ
ひ
お
名
前

う
す
れ
ば
一
つ

は
書
い
て
も
ら
い
た
い
も
一

イ
一

一
投
稿
文
は
六
百
字
以
内
で
一

7」
と
あ
り
ま

匿

名

は
、

な

ぜ
い

け

な
い

の

で

し
ょ

う

？

の

Cm
が
見
い

の
で
す。

広
報
へ
掲
載
す
一

ア
一

一
お
書
き
下
さ
る
よ
う
に
お
一

一
し
た
が、

そ
れ

出
さ
れ
る
よ
う

る
以
上、

委
員
会
に
責
任
一

一

一
願
い
し
ま
す。

一

ひ
一
に
つ
い
て、

匿
名
で
申
し
訳
あ

正
さ
、

そ
れ
は
理
解
で
き
ま

な
気
が
し
ま
す。

そ
ん
な
結
果

が
出
て
き
ま
す
し
連
絡
も
一

一

一
つ
の
テ
ー
マ
を
も
と
一

さ
お

り
ま
せ
ん
が、

ち
ょ
っ
と
感
じ

す。

し
か
し
い
ろ
ん
な
事
に
つ

に
な
れ
ば、

人
は
あ
の
件
に
つ

必
要
な
場
合
も
出
て
き
ま
す。

に、

匿
名
で
言
い
合
う
と
い
う
一

ぁ
一

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
？
を
取
り

い
て号一円
い
た
い
こ
と
を
そ
の
人

い
て
は
俺
が、

私
が
出
し
た
考

ど
う
し
て
も
匿
名
に
し
て
ほ

提
言
は、

多
数
の
考
え
の
傾
向
一

報

ナ広
し
た。

の
本
音
で
語
る
に
は、

あ
る
程

え
な
の
だ
な
ど
と
自
負
し
ま
す。

し
い
と
き
は、

そ
の
旨
を
書
き

な
ど
を
ま
と
め
る
と
き
は
い
い
一

広
一

議
員
定
数
問
題
に
関
し
て
の

度
の
地
位
に
あ
る
人
や
実
力
の

そ
し
て
十
年
後、

誰
も
が
匿
名

添
え
て
下
さ
い。

秘
密
は
守
り

で
し
ょ
う
が、

少
な
く
と
も
白
一

z

「

J

引
川
l
l

f

f

あ
る
人
な
ら
ば
わ
か
り
ま
す
が、

な
ど
で
な
く
投
稿
で
き
る
よ
う

ま
す
が
必
ず
掲
載
に
な
る
と
は

分
の
も
の
言
い
に
責
任
を
持
つ
一

乙

を
・
4w
v
E

ゲ
／

私
の
よ
う
な
凡
人
に
は、

匿
名

な、

そ
ん
な
町
に
し
た
い
も
の

限
り
ま
せ
ん。

単
な
る
中
傷
と

こ
と
が、

町
づ
く
り
の

ま
で
一

：
：
！
 

ー
一
六

詔

ド
y一

、

稲YUM

で
往
け
れ
ば
美
辞
麗
句
で
飾
つ

で
す。

思
わ
れ
る
内
容
と
か、

感
情
に

は
々
い
か
と
考
え
て
い
る
の
で
一

ニ阿川｜同」

LI1

て
し
ま
い、

本
音
な
ど
は
な
か

｜
・
一

町
民
（
匿
名
希
望）

偏
す
る
意
見
等
は
保
留
さ
せ
て

す。

女プロフイ ー ル

・昭42'E!' 2月生れ

・寒河江高校から日（本

大体育学部に涯学。

武道学糾剣道専W3

年。高校時代はおlj1邑

部長を務め、 イ J タ

ーハイ、国体でi吉町。

（ 

頃
よ
り、

広
報
に
は
い
ろ
ん
な

投
稿
が
あ
り、

人
そ
れ
ぞ
れ、

い
ろ
ん
令
汚
え
が
あ
る
も
の
だ

と
思
い
つ
つ
読
ん
で
い
ま
す。

投
稿
の
際
の
匿
名
に
関
し
て

は、

な
ぜ
い
け
な
い
ん
で
し
ょ

、
つ
か
っ・

「
八ム」

と
し
て
の
品
位、

公

町
の
ス
ポ
ー
ツ
を
活
発
に
す

る
た
め
に
も、

子
ど
も
た
ち
が

興
味
を
持
ち、

ス
ポ
ー
ツ
が
好

き
に
な
る
よ
う
に、

指
導
体
制

の
充
克
を
四
E

み
ま
す。

ふ
る
さ
と
明
日
間
の
発
展
と

剣
辺
ス
ト小
｜
ツ
少
年
川
山
主
す

ま
す
の
御
前
叫
を
お
祈
り
し、

私
の
感
じ
る
ま
ま
の
お
便
り
と

し
ま
す。



広報あさひ（幻）

一
ム
五一

一

工一面一五
月
二

十
一

日、

朝
日
町
商

工

会
（
大

久

保

三

津

雄

会

長、

会
員
数

法
人
組
織
四
二
、

個
人
経
営
三
一

O）
の
総
代
会

が、

中
央
公
民
館
で
聞
か
れ
ま

し
た。消

費
志
向
も
高
品
質
化、

脱

大
衆
化
の
時
代。

円
高
な
ど
に

よ
る
圏
内
需
要
の
落
ち
込
み
が

大
き
く
影
響
し、

設
備
投
資
な

ど
に
向
け
ら
れ
る
融
資
斡
旋
金

額
も
年
々
減
少
し
て
い
る
と
い

う
事
業
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

優
良
従
業
員
制
人
を
表
彰

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ケ
ッ

ト』
蹟
置
ヘ
ス
タ
ー
ト

「これからも健康で働いてください」と会長より各受彰者へ

同
会
で
は
新
規
事
業
と
し
て、

町
民
の
憩
い
の
広
場
と
も
な
る

「
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
マ
ー
ケ
ッ

ト
」

の
設
置
へ

向
け
た
調
査
事

業
な
ど
も
進
め、

さ
ら
に
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
地
元
商
品
・

製

品
の
愛
用
運
動
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す。

ま
た、

席
上、

永
年
勤
続
優

良
従
業
員
の
表
彰
式
も
行
な
わ

れ、

大
久
保
会
長
か
ら
四
十
名

の
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

－
勤
続
お
年
表
彰

志
藤

惣
一

（
鈴
木
製
材
所）

白
田

隆
（
白
田
製
材
所）

相
座
栄
美
子
（
熊
谷
メ
リ
ヤ
ス
）

・
勤
続
却
年
表
彰

佐
藤

富
好
（
白
田
製
材
所）

鈴
木
ユ
キ
子
（
熊
谷
メ
リ
ヤ
ス
）

佐
藤

孝
男
（
志
藤
看
板
店）

阿
部

春
雄
（
武
田
建
具
店）

佐
藤

隆
子
（
小
坂
屋
商
店）

佐
竹

武
志
（
吉
田
タ
ク
シ
ー）

近
衛

国
男（
朝
日
ビ
ニ
ー
ル
）

清
野
と
し
子
（
ア
サ
ヒ
技
研）

鈴
木

芳
男
（
大
東
建
設）

武
田
カ
ツ
子
（
同

社）

．
勤
続
叩
年
表
彰

細
谷
久
仁
雄
（
ア
サ
ヒ
技
研）

細
谷

忠
治
（
大
東
建
設）

長
岡
さ
だ
ゑ
（
村
山
建
設）

長
岡
由
美
子
（
同

社）

清
水
ま
す
ゑ
（
小
川
電
子）

笹
原

昌
俊
（
朝
日
相
扶）

阿
部

清
春
（
同

社）

海
野

勇
一

（
サ
ン
ラ
イ
ズ）

相
座

正
喜
（
同

社）

向

秀
哉
（
同

社）

長
岡

純
一

（
同

社）

畑

し
げ
（
同

社）

白
田
ミ
ヨ
子
（
同

社）

後
藤
き
つ
子
（
同

社）

白
田

照
江
（
同

社）

阿
部
せ
つ
江
（
同

社）

長
岡
み
き
子
（
同

社）

志
藤

昭
子
（
同

社）

鈴
木
ひ
ろ
子
（
同

社）

樋
口

正
子
（
同

社）

阿
部
美
枝
子
（
同

社）

向

京
子
（
同

社）

鈴
木

幸
作
（
伊
藤
農
機）

清
野
美
智
子
（
ヒ
グ
チ）

鈴
木

正
治
（
富
宿
衛
生
社）

・
勤
続
5
年
表
彰

安
藤
す
み
え
（
ヒ
グ
チ）

後
藤

裕
子
（
か
わ
し
ま
商
店）

・

32明

・作りかた

① 寒天は使う30分前にも

み洗いし、 ごみをとり水

につけておく。

② 分�；の水を入れたなべ

に寒天を小さくちぎって

入れ 、 火にかけて寒天を

煮てとかします。

③ 寒天がとけたら砂糖を加え 、 火を止めてこします。

④ 荒熱がとれたら赤ワインを加え、 水でぬらしておい

た流し器に3分のlくらい流し入れます。

⑤ 少し固くなったら、 中にへたをとったイチゴ6ケを

均等に並べ、 残りの寒天を流して固めます。

＊ 冷たくしてお召し上がりくださし 3。 イチゴは小さめ

のものがよいかと思います。 また、 中に入れる果物に

よって、 ワインの色などを変えて楽しんでみてはいか

がでしょうか。

m グ〉ゴ
．

とクグシの
家底料理：：；

6ケ

l本

3-4杯

3カップ

130 g 

⑬イチゴの

ワイン寒天

大さじン

料
ゴ

イ

材

チ

天

ワ

糖

・

イ

寒

赤

水

砂

柴田泰子）（広報委員
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松

程

→川d

川けJ
HU

HbHι

ず官庁』

ずをF1

八
y

沼

佐
竹

直
樹

山
辺
町

樋
口

底

前
田
沢

布
施

政
彦

下
芦
沢

岡
崎

衛

松

程

鈴
木

義
昭

常

盤

川山
一燃

修一

上

山

中
川

由
美

立

木

阿
部
由
美
子

太
郎
三

後
藤

硲
子

太
郎一

長
岡
美
智
子

夏

草

若
月

附
美

－

鶴
岡
市

一

月日
原

尚
子

一

常

盤

河
北
町

一

栗
木
沢

一

阿
部

利
雄

松
浦

照
美

一

五
十
嵐
明
美

一

東
京
都

長

沼

一

斑
瀬

正
一

祷
藤
ひ
と
み

＊

曹

と

や

か

E

－
V司rvaー

たhJZ1つが
いh
ut－勺
日1引
1e「rAd

M12k吋dv
uhdy

V刊がVAd

uhtz

Z109
hh

tharEdr
VA
t－引
t
hdp

V《det引
がu

hがvh

rhJF ，

ん

ん

さ

さ

一

み

藤斎長沼

�......，.品.，，..，，.＿，.仇H

,w---－＇ι・

「
残
雪
の
中 、
い
ち
早
く

芽
吹
く

プ
ナ
の
生
命
力
に
は
感
動
し
ま
す
ね

え」

樹
木
や
野
鳥
の
話
に
な
る
と
目

を
輝
か
せ 、
話
題
の
尽
き
な
い
お
二
人。

正
一
さ
ん
は
東
京
生
ま
れ 。

大
学

で
林
学
を
学
び
営
林
署
に
勤
務
し 、

昭
和
五
十
八
年 、

西
五
百
川
担
当
区

に
赴
任 。

町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
自

然
観
察
教
室
で 、

世
話
係
を
し
て
い

た
ひ
と
み
さ
ん
と
知
り
合
い 、

朝

日

の
自
然
？
の
と
り
こ
に
な
っ
た
彼
は

定
住
を
決
意
し 、

県

内官
民
の
採
用
試

験
に
挑
戦 。

見
事
合
格
し 、

こ
の
春 、

西
村
山
地
方
事
務

所

林
務
課
に
配
属 。

寸
い
つ
か
我
が
子
と
一
緒
に
大

朝

日

岳
に
登
り
た
い」
と
語
る
お
二
人
は 、

ア
ウ
ト
ド
ア
派
の
爽
や
か
タ
カ
ッ
プ

日

ル
で
す 。
（
広
報
委
員

自
国
光
郎）

市

マad
h－ηφ
Jムd
H1円d
U1円
，U志川
dvU

1っrv引

がら屯引d

h1内4u、円
pvムi

eh－n’υ、叶dM

（
出
生
届）

区

名

出
生
者
氏
名

父

名

か
ず

や

大
谷
三

白
田

和
也

実

じ
ゅ
ん
』

西
船
波

大
類

淳
子

秀

憲

新

宿

今
井
友
香
子

順

一

八
ツ

沼

登
坂

尚
高

古川

典 、

小

原

鈴
木
恵
理
子

好

鹿

新

宿

山
賀

亮
介

明

＊
抽v
’
S
か
に

（
死
亡
届）

死
亡
者
氏
名

世
帯、
玉

遠
藤
オ
ヤ
ヱ

昭

三

小
野

正
美

辰

雄

佐
々
木
は
る
よ

昭

児
珠

マ
サ

孝

順

川
村

儀
助

ナ

ツ

志
藤

宗一

滋

男

石
黒

て
る

藤
次
郎

今
井

彦
六

信

一

菅
井

隆
吉

隆

一

阿
部

修

恕

治

区

名

架
木
沢

大
谷
六

大
谷
二

立

木

大
谷
六

川

通

元

町

要

町

小

原

白

倉

マ
人

マ
世
倍
数

＊
人
口
と
世
帯
数

（

5
月
白
日
現
在）

一
O 、

九
八
八
人

男

五 、

四
六
一
人

女

五 、

五
二
七
人

二 、

六一
二
世
稽

口訂
正
と
お
わ
び

広
報
あ
さ
ひ
五
月
号
の
七
ペ
ー

ジ 、

退
職
議
員
へ
の
自
治
労
者
表
彰
の
御

紹
介
の
中
で 、

前
町
議
会
議
以
で
あ

る
大
必
山
の
鈴
木
長
十
郎
氏
の
お
名

年
金
積
立
金
は

広
く
身
近
な
と
こ
ろ
に

川

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

川

皆
さ
ん
の
加
入
す
る
国
民
年
金
の

川

保
険
料
積
立
金
は 、

公
共
事
業
へ
の

酬

融
資
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す 。
州

こ
の
た
び 、

西
村
山
広
域

行

政
事

川

務
組
合
で
は
二
千
九
百
十
万
円
の
還

川

元
融
資
を
受
け
て 、

寒
河
江
地
区
ク

川

リ
｜
ン
セ
ン
タ

に
余
剰
汚
泥
乾
燥

州

機
と
し
尿
収
集
車
三
台
を
新
設
・

購

州

人
し
て 、

施
設
の
整
備
を
は
か
り 、

川

作
業
能
率
を
高
め
伝
が
ら
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す 。

州

H1ノ旬
Jb
k，
a

．

川

前
が
掲
岐
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た 。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ 、
改
め

て
御
紹
介
い
た
し
ま
す 。

同
氏
は
四

期
十
六
年
の
長
き
に
わ
た
り 、

町
の

発
展
に
尽
く
さ
れ
て
お
り
ま
す 。

hEF

V
木
々
た
ち
が
一
斉
に
緑

闘酎閣一

の
手
を
伸
ば
し

腕
を
振
っ

咽哩・罰

て
夏
の
空
に
応
え
て
い
る 0

・圃・聞

青
葉
若
葉
の
候
は
躍
動
の

開

田臨

季
節
で
も
あ
る 。

わ
が

朝

温副司副

日

町
で
も
春
か
ら
結
婚
式

a
aR

が
相
次
ぎ 、

旅
立
ち
の
新

鮮
な
風
を
運
ん
で
く
れ
た 。

V
結
婚
式
に
参
列
し
た
都
会
の
か
た

の
祝
辞
は 、

口
を
合
わ
せ
た
よ
う
に

「
こ
の
す
ば
ら
し
い
緑
し
た
た
る
自

然
に
恵
ま
れ
た

」
と 、

朝

日

町
の

自
然
を
た
た
え
る
コ
卜

パ
を
用
い
て

い
た
が 、

内
心
う
れ
し
く

感
じ
た 。

心
の
奥
底
に
あ
る
「

あ
こ
が
れ」
や

「
ね
が
い
」
が 、
そ
の
対
象
と
出
会
っ

た
と
き 、
一
言
動
は
感
動
を
伴
っ
て
湧

き
出
る
も
の
で
あ
る 。

朝

日

町
の
自

然
へ
の
賛
辞
で
あ
る
と 、

あ
の
祝
辞

を
素
直
に
受
け
と
り
た
い 。

V
自
然
に
固
ま
れ
た
わ
が
ふ
る
さ
と

の
風
光
も 、

見
な
れ
て
し
ま
う
と
感

動
が
な
く
な
る
も
の
か 。

見
直
し
が

必
要
の
よ
う
で
あ
る 。

た
と
え
ば 、

ぬ

く

い

暖
日
山
の
四
季
の
風
情
な
ど
は
格
別

かぎきり

で 、

風
切
山
を
抱
い
て
臥
す
姿
は
母

が
子
に
乳
を
与
え
て
い
る
姿
に
似
て

い
て 、

こ
の
二
山
を
添
乳（
そ
え
ぢ）

山
と
名
づ
け
た
い
ほ
ど
趣
が
あ
る o

v－」
の
暖
日
山
の
背
後
に
そ
び
え
る

朝

日

連
峰
は 、

朝

日

射
す
東
方
に
向

か
っ
て
わ
が

朝

日

町
を
抱
き
か
か
え

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
さ
え

思
え
る 。

自
然
を
見
直
す
眼
を
結
婚

式
で
の
祝
辞
か
ら
ち
ら
っ
た 。
（
杉）
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